
登
録
を
取
り
消
し
た
養
成
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地

取
消
年
月
日

帝
塚
山
学
院
大
学
人
間
文
化
学
部
人
間
学
科
食
品
衛
生
専
門
課
程

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

大
阪
府
堺
市
南
区
晴
美
台
四
丁
二
番
二
号

帝
塚
山
学
院
大
学
人
間
文
化
学
部
文
化
学
科
食
品
衛
生
専
門
課
程

大
阪
府
堺
市
南
区
晴
美
台
四
丁
二
番
二
号

省

令

告

示

平成™™年�月›日 金曜日 第œš™�号官 報
２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

け
た
と
き
は
、
当
該
日
本
船
舶
の
船
長
等
に
対
し
、
第

三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又

は
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
当
局
に
よ
る
検
査
を
受
け

る
た
め
に
当
該
日
本
船
舶
を
そ
の
指
定
す
る
港
に
回
航

す
べ
き
こ
と
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
我
が
国
の
港
を
指
定

す
る
と
き
は
海
上
保
安
庁
長
官
又
は
当
該
港
を
管
轄
す

る
税
関
長
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
し
、
外
国
の

港
を
指
定
す
る
と
き
は
外
務
大
臣
に
協
議
す
る
も
の
と

す
る
。

（
旗
国
の
同
意
等
）

第
八
条

日
本
船
舶
以
外
の
船
舶
で
公
海
に
あ
る
も
の
に

つ
い
て
の
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
又
は
第

四
条
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
旗
国
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
第
九

十
一
条
２
に
規
定
す
る
そ
の
旗
を
掲
げ
る
権
利
を
有
す

る
国
を
い
う
。）の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
約
第
九
十
一
条
１
に

規
定
す
る
国
籍
を
有
し
な
い
船
舶
（
同
条
約
第
九
十
二

条
２
の
規
定
に
よ
り
当
該
船
舶
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を

含
む
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

当
た
っ
て
は
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国

際
約
束
の
誠
実
な
履
行
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留

意
す
る
と
と
も
に
、
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
を
遵
守
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
行
政
機
関
の
協
力
）

第
九
条

関
係
行
政
機
関
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
相
互
に
緊
密
に
連
絡
し
、
及
び
協
力
す
る
も

の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
十
条

こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
海
上
保
安
庁
長
官
の

権
限
に
属
す
る
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
行
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
）

第
十
一
条

第
四
条
又
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に

つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
三
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
二
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

〇
法
務
省
令
第
二
十
四
号

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
商
業
登
記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二

十
五
号
）
第
二
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
登
記
事
務
委
任
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第

三
項
と
し
、
第
六
項
を
第
四
項
と
す
る
。

第
六
条
の
二
第
一
項
中「（
群
馬
県
太
田
市
大
舘
町
に
属

す
る
地
域
（
平
成
二
十
二
年
三
月
一
日
に
埼
玉
県
深
谷
市

か
ら
編
入
さ
れ
た
地
域
に
限
る
。）を
除
く
。）」
を
削
り
、

同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
須
戸
自
一
丁
目

至
五
丁
目
」
の
下
に
「
、
す

み
れ
野
四
丁
目
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
七
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
十
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
同
月
十

四
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
二
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
六
月
四
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
六
五
二

二
二
、

五
、
二
一

奥
村

毅

三
六
五
三

二
二
、

五
、
二
一

西
垣

三
六
五
四

二
二
、

五
、
二
一

横
田

英
喜

三
六
五
五

二
二
、

五
、
二
一

大
門

幸
恵

三
六
五
六

二
二
、

五
、
二
一

佐
藤
幸
太
郎

三
六
五
七

二
二
、

五
、
二
一

吉
田

良
一

三
六
五
八

二
二
、

五
、
二
一

堤

仁

三
六
五
九

二
二
、

五
、
二
一

常
山

正
雄

三
六
六
〇

二
二
、

五
、
二
一

駒
井

伸
俊

三
六
六
一

二
二
、

五
、
二
一

波
平

正

三
六
六
二

二
二
、

五
、
二
一

喜
古

米
治

三
六
六
三

二
二
、

五
、
二
一

小
林

順
子

三
六
六
四

二
二
、

五
、
二
一

小
林

義
宏

三
六
六
五

二
二
、

五
、
二
一

山
口

幸

三
六
六
六

二
二
、

五
、
二
一

ˆ
田

敏
明

三
六
六
七

二
二
、

五
、
二
一

川
手

典
子

三
六
六
八

二
二
、

五
、
二
一

上
里

明
子

三
六
六
九

二
二
、

五
、
二
一

船
戸

公
司

三
六
七
〇

二
二
、

五
、
二
一

中
野
比
登
志

三
六
七
一

二
二
、

五
、
二
一

古
口
美
知
子

三
六
七
二

二
二
、

五
、
二
一

福
島

誠
一

三
六
七
三

二
二
、

五
、
二
一

江
原

均

三
六
七
四

二
二
、

五
、
二
一

吉
田

茂

〇
金
融
庁
告
示
第
六
十
二
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百

二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
九
年
金
融
庁
告
示
第
九
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日金

融
庁
長
官

三
國
谷
勝
範

第
一
条
中
第
二
十
五
号
を
削
り
、
第
二
十
六
号
を
第
二

十
五
号
と
し
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
百
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

（
罰
則
）

第
十
三
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
か
っ

た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

第
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

一

第
三
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
立
入
り
、
検
査
、
収
去
若
し
く
は
貨
物
の
陸
揚

げ
若
し
く
は
積
替
え
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌

避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は

虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

二

第
六
条
又
は
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

に
従
わ
な
か
っ
た
者

（
我
が
国
の
法
令
の
適
用
）

第
十
五
条

日
本
船
舶
以
外
の
船
舶
で
公
海
に
あ
る
も
の

に
つ
い
て
の
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
か
ら
第
七
条

ま
で
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
関
す
る
日
本
国
外
に
お
け

る
我
が
国
の
公
務
員
の
職
務
の
執
行
及
び
こ
れ
を
妨
げ

る
行
為
に
つ
い
て
は
、我
が
国
の
法
令（
罰
則
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を

経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
こ
の
法
律
の
廃
止
）

２

こ
の
法
律
は
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第

千
八
百
七
十
四
号
（
第
一
条
に
規
定
す
る
要
請
に
係
る

部
分
に
限
る
。）が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
、
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

外
務
大
臣

岡
田

克
也

財
務
大
臣

菅

人

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
二
号

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
）
第
十
八
条
（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
六
項

第
三
号
の
登
録
及
び
同
令
第
九
条
第
一
項
第
一
号
の
登
録
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
令
第
二
十
条
第
三
号

（
同
令
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
四
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

›
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